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epd08-横断研究  

https://epidemiology-a.blogspot.com/2016/11/cross-sectional.html 

 

みなさんこんにちわ。今回は横断研究（横断的研究）についてお話します。 

 

１ 横断的研究の概要 

 

横断的研究とは、要因曝露の有無と、疾病（健康障害）の有無を同時に調査し、その関連を明らかにする研究

方法です。 

スナップ写真を撮るように、ある一時点で、現状を把握する調査です。 

この講義室で今アンケート調査を行うなら、それも横断的研究といえます。アンケート調査なら皆さんにも出

来るでしょう。調査票の設計に当たっては、まず対象者の性別や年齢・職業などの個人情報を把握した上で、

さらに「仮説的な原因・要因曝露」や「仮説的な結果・疾病の有無」についての調査項目（質問）を用意する

ことが大切です。 

 

 

２ アンケートによる横断的研究の演習 

 

以下、この講義室で調査票（アンケート）を配布し、対象者（今日の出席者）100人に調査票に回答してもらえ

た場合を考えてみます。各調査項目に対し、100人中の何人が、どう答えたかを知ることは、調査票分析の最初

の一方です。 

 

1) アンケートの作成・回答・集計 

 

以下、10項目のアンケート調査を考えてみます。各項目の当てはまる方に〇をつけてください。 

①性別        ・女性 ・男性 

②喫煙        ・なし ・あり 

③飲酒        ・なし ・あり 

④生活不規則   ・なし ・あり 

⑤運動不足     ・なし ・あり 

⑥バイト過多    ・なし  ・あり 

---- 

⑦虫歯      ・なし ・あり 

⑧腰痛      ・なし ・あり 

⑨便秘      ・なし ・あり 

⑩頭痛       ・なし ・あり 

 

https://epidemiology-a.blogspot.com/2016/11/cross-sectional.html
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上記のアンケート調査では、項目②から⑥が生活に関連した（仮説的な）要因曝露、項目⑦から⑩が疾病（健

康障害）の有無です。調査票を回収したら、各項目について、・なし／・ありの人数を単純集計します。 

 

2) クロス集計と仮説の確認 

 

単純集計が終わったら、二つの項目を組み合わせてクロス集計を行います。どの二つの項目を組み合わせてク

ロス集計を行うかは、あなたが既に立てている仮説によります。あなたの仮説はなんでしょうか？ 

 

 ・生活不規則   →   便秘 

 ・バイト過多    →   腰痛 

 ・飲酒        →   頭痛 

 

3) 四分表の作成 

どれかの仮説に基づいて、４分表を作ります。 

 

            腰痛（＋）  腰痛（－）     合計 

バイト過多（＋）   18         22       40 

バイト過多（－）   12         48        60 

合計       .   30         70       100 

 

さて、この４分表からどのような結論が出せるでしょうか。 

 

３ 横断的研究における四分表を考える 

 

1)  四分表とは何か？ 

 

四分表とは２行×２列のクロス集計表のことです。 

四分表は横断的研究だけでなく、他の疫学研究においても、項目同士の相関関係や因果関係を数値化して検討

する際に用いられます。 

 

2)  四分表の作り方 

 

疫学研究における四分表では、「仮説的原因・要因曝露の有無（＋、－）」を行に、「仮説的結果・疾病の有無（＋、

－）」を列に示す設定が好んで用いられます。 

 

           疾病(+)    疾病(-)        合計 

曝露(+)        a                  b               a+b 

曝露(-)           c                  d               c+d 

合計             a+c              b+d           a+b+c+d 
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3)  四分表による傾向の把握と限界 

さて上記の例のように四分表を作ると、例えば「バイト過多である方が、バイト過多でない場合に比較して、

腰痛が多いかもしれない」などと、仮説についてコメントすることができます。 

ではこのコメントから一歩進んで、「“バイト過多”が原因となって“腰痛”が起こった」などと両者の因果関

係を結論できるでしょうか。結論できません。 

なぜなら横断的研究では、すべての要因を同時に調査しているため、たとえば「バイト過多」と「腰痛」のど

ちらが先に起こったかを区別できないからです。 

横断的研究（アンケート調査）では“時間的前／後”や“原因／結果”の区別が難しく、因果の逆転（原因と

結果の逆転）も起こりえます。 

 

（守山正樹） 

 


